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１                            解答解説のページへ 

cxbxaxx ++= 23)(f は , 2,1,1 --=x で 整 数 値 r=)1(f , s=- )1(f , 

t=- )2(f をとるとする。 

(1) cba ,, を tsr ,, の式で表せ。 

(2) すべての整数 nについて, )(nf は整数になることを示せ。 
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２                            解答解説のページへ 

xy 平面の原点を中心とする単位円周 C 上を, A は点 )0,1( を出発して反時計回り

に一定の速さで一周する。B は点 )0,1( - を A と同時に出発し, 時計回りに A の n

倍の速さで C 上を回る。ただし n は 2 以上の整数とする。このとき, 次の問いに答

えよ。 

(1) Aが Cを一周する間に Aと Bは何回出会うか。 

(2) Aと Bが点 )1,0( で出会うのは nがどのような条件を満たすときか。 

(3) 7=n とする。A が, B を通り y 軸に平行な直線の左側（点 )0,2( - を含む側）

にある範囲を求めて, C上に図示せよ。 
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３                            解答解説のページへ 

複素数平面上において, 右の図のように三角形 ABCの各

辺の外側に正方形ABEF , BCGH , CAIJを作る。 

(1) 点 A, B, Cがそれぞれ複素数 gba ,, で表されている

とき, 点 F, H, Jを gba ,, の式で表せ。 

(2) 3 つの正方形ABEF , BCGH , CAIJの中心をそれぞ

れ P, Q, R とする。このとき線分 AQ と線分 PR の長さ

は等しく, PRAQ ^ であることを証明せよ。 
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４                            解答解説のページへ 

1＜a＜b とする。原点 O と点 ( )
a

a 1,A を通る直線, 原点 O と点 ( )
b

b 1,B を通る

直線, および曲線
x

y 1= )0( ＞x で囲まれた部分を Rとする。Rの面積を E, Rを直線

xy -= のまわりに 1回転させてできる回転体の体積を Vとする。 

(1) Eを aと bの式で表せ。 

(2) c＞1 とし, 曲線
x

y 1= 上の点 ( )
c

c 1,P から直線 xy -= に下ろした垂線を PQ と

する。線分 OQの長さを s, 線分 PQの長さを tとすると, 222 += st となることを

示せ。 

(3) Vを aと bの式で表せ。 
(4) 1+= ab のとき E

a ¥®
lim , V

a ¥®
lim を求めよ。 

 


